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愛愛
隣隣
のの
風風  

  

愛隣園だより 

第 １ 号 

発行責任者 

迎田 浩二 

 

律
法
の
専
門
家
が
、
イ
エ
ス
を
試
そ
う
と
し
て

尋
ね
た
。 

「
先
生
、
律
法
の
中
で
、
ど
の
掟
が

最
も
重
要
で
し
ょ
う
か
。」  

イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た
。「『
心
を
尽
く
し
、
精
神
を

尽
く
し
、
思
い
を
尽
く
し
て
、
あ
な
た
の
神
で
あ

る
主
を
愛
し
な
さ
い
。』  

こ
れ
が
最
も
重
要
な
第
一
の
掟
で
あ
る
。  

第
二
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
重
要
で
あ
る
。 

『
隣
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
。』 

 

律
法
全
体
と
預
言
者
は
、
こ
の
二
つ
の
掟
に

基
づ
い
て
い
る
。」  

（
マ
タ
イ
伝
二
十
二
章
三
十
五
～
四
十
節
） 

通
常
三
名
の
職
員
の
支
援
を
受
け
て
個
室
で
の
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
イ
メ
ー
ジ
の
体
験
や
全
国
的
な

傾
向
で
す
が
、
被
虐
待
児
、
発
達
障
害
等
を
抱
え
た
子

な
ど
の
措
置
が
近
年
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
子
供
た
ち

の
生
活
、
心
の
ケ
ア
に
は
大
き
く
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
国
家
と
し
て
も
十
五
年
後
の
広
が
り
に
期

待
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。 

ま
た
、
東
北
大
震
災
や
四
月
の
熊
本
地
震
な
ど
の
災

害
が
相
次
ぎ
、
日
本
中
に
多
く
の
不
安
を
抱
え
た
子
ど

も
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

 

あ
る
日
本
の
男
性
有
名
歌
手
の
歌
で
「
ひ
と
つ
」
と
い

う
歌
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
節
に 

  
 
 
 

ひ
と
つ
に
な
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

ず
っ
と
い
っ
し
ょ
に 

共
に
生
き
る 

  
 
 
 

ひ
と
つ
に
な
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

君
と
生
き
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共
に
生
き
る 

  

と
あ
り
ま
す
。
集
団
は
小
さ
く
分
か
れ
て
も
、
国
家
、

地
域
は
ひ
と
つ
。
就
業
内
容
も
ず
っ
と
一
緒
に
暮
ら
し
難

い
職
場
で
す
が
、
脈
々
と
思
い
継
が
れ
て
い
る
「
共
に
生

き
る
」
を
継
続
し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
人
生
の

一
瞬
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
で
も
こ
の
思

い
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

愛
隣
の
風
創
刊
に
あ
た
り
、
少
し
で
も
愛
隣
園
の
香
り

（
風
）
が
届
け
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

『
共
に
生
き
る
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

愛
隣
園 

施
設
長 

迎
田 

浩
二 

 

子
ど
も
達
と
、
地
域
の
皆
様
と
、
共
に
生
き
る 

  
 

昭
和
二
十
五
年
に
家
庭
裁
判
所
少
年
試
験
観
察
事
業

「
愛
隣
園
」
と
し
て
、
こ
こ
山
鹿
市
津
留
の
地
に
愛
隣

園
の
第
一
歩
が
初
代
理
事
長
に
よ
っ
て
創
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
六
十
六
年
間
、
日
々
継
続
さ
れ
て
い
る

思
い
、
生
業
で
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

現
在
の
児
童
養
護
施
設
愛
隣
園
は
、
我
が
国
が
推
し

進
め
て
い
る
小
規
模
ケ
ア
化
の
制
度
を
利
用
し
た
佇
ま

い
と
な
っ
て
お
り
、
家
庭
養
護
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
小

規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
」

の
運
営
も
法
人
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
先
代
の
施
設
長
が
制
度
よ
り
先
行
し
て
子
ど

も
た
ち
の
養
育
に
は
小
規
模
で
家
庭
的
な
仕
組
み
が
良

い
と
、
大
規
模
集
団
居
住
型
（
大
舎
制
）
の
仕
組
み
か

ら
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

施
設
内
が
完
全
に
小
規
模
に
な
っ
て
約
十
年
、
大
規

模
な
園
舎
で
暮
ら
し
た
経
験
の
あ
る
児
童
、
職
員
も
数

え
る
ほ
ど
に
な
り
、
一
グ
ル
ー
プ
に
八
名
の
児
童
が
、 

 

 

愛
隣
園 

基
本
理
念 

 

 

（H２８年４月から H２８年９月まで） 

 鹿本農業協同組合園芸部会 様  福田めぐみ 様 
㈱熊本ゼミナール 様  ㈱積文館書店 様 
久佐賀 脩・眞里 様   ㈱ダスキン 様 

 まるごみ薩摩本部実行委員会 様  中里 誠 様   
 九州納豆組合 様    九州労働金庫 様 

NPO 法人ブリッジフォースマイル 様 
㈱ミ・ルアール 様   ㈱イエロースタジオ 様 
ヤマサキ製パン㈱ 様  ㈲真生堂 様 
(一社)生命保険協会 様  ハーゲンダッツジャパン 様 
児童養護施設あおぞら 様  ㈱行楽 様 
㈱マルハン 様  野中信弘 様  
ギャップジャパン㈱ 様         （順不同） 

温温かかいいごご支支援援にに感感謝謝申申しし上上げげまますす  
 

里親制度に興味のある方大歓迎！！ 

 現在、さまざまな事情により、家族と暮ら

せない子どもたちが増えています。そういっ

た子どもたちを、「もう一つの家庭」、「地域」

で抱きとめることは出来ないでしょうか。子

どもはみんな、私たち社会の子です。 

 里親制度とは、さまざまな事情により家庭

で生活できなくなった子どもを、自分の家庭

に迎え入れ、温かい愛情と正しい理解を持っ

た家庭環境のもとで養育する制度です。施設

には、里親支援専門相談員が配置されていま

す。相談員は、登録されている里親さんの相

談・関係機関への働きかけ・制度の周知啓発

等を行っています。里親制度に少しでも興味

がある方は、下記にご連絡ください。     

0968-43-2773 森田まで 

着衣泳法講習会（職員向け） 

不慮の事故に備え、消防士３名を招き着衣泳法講習会を実

施しました。「浮いて待て！」。子供たちが溺れかけた時の第

一声です。１１９番連絡後、消防隊到着 

まで、浮く物を与え続けることが大事で 

あり、大人だからと言って飛び込み助け 

ようとすると危険な目にあうことや着衣 

したままの入水は、なかなか自由がきか 

ないことを学びました。 
 

子ども達への自転車教室 

警察署交通課指導係警部補を招き、小学校グランドにて白
線引きによる模擬交通指導と、幼児から小学生までを対象に
した自転車教室を実施しました。 
 自転車に乗る前の後方確認から、横断 
歩道は押して渡り左側走行し障害物を車 
道に出過ぎないように追い越したりを一 
人３，４回ずつ練習することができまし 
た。子ども達は、面白がって練習してい 
るところが印象的でした。 

編集後記 

リオオリンピックのこの年、念願の創刊を

発行する事ができました。本誌から園の子ど

も達の暮らしや活躍ぶりを感じて頂けたで

しょうか。 

これからも開かれた園、地域と共に生きる

園でありますよう発刊して参りますで、どう

ぞ皆様の温かいご支援をお願い致します。 

 

新入職員紹介 

今年の四月から働かせてもらっていま

す、西川絵美です。入社して五カ月がたっ

たのまだまだ慣れないことも沢山あり、周

りの先生方や子どもに沢山サポートしても

らっています。少しずつではありますが、 

出来ることを増やして、子どもと楽しく過ごしていけたら

と思います。宜しくお願いします。 

今年度から、ファミリーホーム森の家で 

働くことになりました、岩野愛美です。色々

とご迷惑をおかけすると思いますが、宜し

くお願いします。 

 

 

 

 

 

 

小
さ
な
画
伯
の
作
品
展 

の
ぞ
み
画
伯
（
小
学
三
年
） 

 

テ
ー
マ 

「
コ
ロ
先
生
」 

     

絵
を
描
く
の
が
と
て
も 

大
好
き
な
画
伯
の
自
信
作 

で
す
。 

 

園内算数教室始めました！！ 
元中学校長(現在市教育委員会)のご協力の

もと、算数教室を開始しました。学力補強の

ため、１対１を主とした学習法を行われてお

り「分かりやすい」と好評判で、夕食後子ど

も達が集まっています。 

   

月曜：19:00-小学生 木曜：19:00-中学生 

  

１対１の指導ができることを期待し、学習指

導ボランティアを募集しています。ご希望の

場合は、園の方にご連絡ください。 
 

0968-43-2773 
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【グリーンハウス】定員８名（男子） 

 構成：小２名、中２名、高 4 名、職員３名 

 

 小規模であることの良さを生かし、年齢に応じた

自立支援を行うよう心がけています。日々の生活場

面での、衣食住の基本的な自立支援はもちろんのこ

と、様々な行事や、レクリエーションなどの楽しみ

を通して職員と児童がコミュニケーションをとりな

がら共に児童の自立につながる工夫を図っています

。児童、職員共に笑顔で安心 

して過ごせるホームづくりが 

できるようにこれからも頑張 

っていきたいと思います。 

 

 

平成１５年より大舎制の小舎化に努め、平成１９

年より地域小規模児童養護施設の運営を行って来ま

した。平成２５年４月１日よりファミリーホーム１

ヶ所を創設し、同時に本体定員の１０名削減実施、

各８名５つの小規模グループケアホームの運営を始

めております。 

今後、２か所目のファミリーホームを創設または

支援し、同時に本体定員を更に削減することにより、

家庭養護の促進と社会的養護の充実に向けた体制を

強化し個別化したケアの、より高い養育効果を生み

出す事ができると考えています。  

【レインボーハウス】定員８名（男子） 

構成：小 3 人、高 5 人、職員４名 

 

今年は高校３年生の子どもが 1人いるので、進路

決定に向けて頑張っている最中です。卒園と考える

と寂しくなりますが、今できることをしっかりサポ

ートしていこうと思っています。 

今年の夏休みは、海水浴と海辺でＢＢＱ、ボーリ

ングに行ってきました。子ども・職員、暑い日差し

に負けることなく、朝から 

晩まで思いっきり遊びまし 

た。帰ってからは花火も行 

い、思い出に残る一日とな 

りました。 

【ホワイトハウス】定員８名×２ホーム（女子中心） 

構成：幼 1 名、小 5 名、中 3 名、高 4 名、職員６名 

 

 元気いっぱいの小学生、思春期の中高生が同じホ

ームで生活する中で、子ども達の思いや個性を受け

止めながら、家庭的な、雰囲気の中で一人ひとりに

温かく対応できるような関わりを心がけています。 

 生きる力を育むために、情緒の安定を大切にしな

がら、基本的生活習慣の確立を目指しています。日

々の生活の中で、うまくいかないこと、失敗を繰り

返すことも多々ある中で 

一つひとつを克服し、自信 

につなげながら成長してい 

けるよう子どもたちと色ん 

な経験にチャレンジしてい 

きたいと思います。 

【オレンジハウス】定員８名（女子） 

構成：小２名、中４名、高２名、職員３名 

  

 小学生以外は個室で、それぞれ妖怪ウォッチのカ

レンダーを張ったり、ジャニーズの写真を飾ったり

自分好みの部屋に仕上げて楽しんでいます。喧嘩と

仲直りの繰り返しですが、今年の夏休みは無理を言

って、ハウス全員で杉乃井ホテルに一泊させてもら

い、プール遊びや夜のビュッフェを満喫しました。

個性豊かな子どもたちは、 

ぶつかり合い、手を取り 

合って思わぬ成長ぶりを 

見せてくれています。 

【地域小規模児童養護施設  彦岳ハウス】定員６名（男女混合） 

構成：高１名、中１名、小４名、職員４名 

 

平成 19年 4月から運営しており、今年度で 10

年目になります。本園から 400ｍ程の所にある一

軒家のホームで、皆で毎日元気に楽しく生活してい

ます。ホームの特色として、より一層家庭的に子ど

も達が生活できるように、子ども達と一緒に買い物

へ行ったり、全調理をホームの職員が行ったりして

います。 
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七
月
三
十
日
、
八
月
七
日 

熊
本
県
児
童
福

祉
施
設
球
技
大
会
（
男
子
は
野
球
、
女
子
は
バ

レ
ー
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
春
か
ら
本
格
的
に

練
習
を
始
め
、
こ
の
日
を
迎
え
た
子
ど
も
達
は

猛
暑
に
も
負
け
ず
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。 

 
 

今
年
が
最
後
の
大
会
と
な
っ
た
両
チ
ー
ム

主
将
よ
り
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

★
バ
レ
ー 

主
将 

Ｍ
さ
ん
★ 

私
に
と
っ
て
最
後
の
施
設
球
技
大
会
で
し

た
。
七
年
間
園
バ
レ
ー
を
と
お
し
て
、
部
員
と

ぶ
つ
か
り
合
い
涙
す
る
日
や
、
主
将
を
辞
め
た

い
日
も
あ
り
ま
し
た
。
試
合
で
は
、
一
致
団
結

し
プ
レ
イ
す
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
で
す
。 

愛
隣
園
バ
レ
ー
来
年
も
頑
張
れ
！ 

 

 ★
野
球 

主
将 

Ｉ
く
ん
★ 

 
 

私
は
、
施
設
球
技
大
会
で
い
い
思
い
出
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
五
年
間
の
集
大
成
で
し
た

が
、
結
果
は
３
位
で
悔
し
か
っ
た
で
す
。
で
も

、
最
後
ま
で
「
愛
隣
園
ら
し
い
野
球
」
を
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
、
愛
隣
園
野
球
部
！

 
 

 
 

 
 

 
 

 

施設球技大会（野球、バレー） 

 

 

  

ハハハウウウススス紹紹紹介介介   
  

八
月
十
八
日 

園
の
子
ど
も
が
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
里
親
さ
ん
が
所
属
さ
れ
て
い
る
山
鹿

地
区
更
生
保
護
女
性
会
の
皆
様
に
お
い
で
頂
き 

、
子
ど
も
達
に
く
ま
モ
ン
の

キ
ー
ホ
ル
ー
作
り
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

と
て
も
可
愛
い
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
が
出
来
て
、
子
ど
も
達

も
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

 

くまもんキーホルダー作り 

 

 

 

 

八
月
二
十
二
日 

園
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム

の
子
ど
も
、
職
員
全
員
が
参
加
す
る
大
型
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
福
岡
の
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
海

の
中
道
水
族
館
へ
行
き
ま
し
た
。
大
型
バ
ス
二

台
を
貸
し
切
り
、
行
き
に
ゆ
め
タ
ウ
ン
福
岡
内

の
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
と
り
、

そ
の
後
水
族
館
へ
。
珍
し
い
魚
を
興
味
津
々
に

見
る
子
ど
も
や
メ
イ
ン
の
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
で 

前
列
に
座
っ
て
水
し 

ぶ
き
を
あ
び
て
は
し 

ゃ
ぐ
子
ど
も
な
ど
、 

初
め
て
行
く
子
も
多 

か
っ
た
よ
う
で
、
と 

て
も
楽
し
い
レ
ク
リ 

エ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り 

ま
し
た
。 

 マリーンワールド 

 

 
 

六
月
二
十
五
日 

園
で
は

恒
例
と
な
っ
て
い
る
田
植
え

（
手
植
え
）
を
行
い
ま
し
た
。

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
も

み
ん
な
で
楽
し
く
一
本
一
本

植
え
ま
し
た
。
稲
の
成
長
を 

身
近
に
感
じ
な
が
ら
秋
の
収

穫
が
待
ち
遠
し
く
思
い
ま
す
。 

 

 

田植え  
 

八
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ

た
山
鹿
灯
籠
祭
り
の
少
女
灯

籠
踊
り
に
小
学
生
３
名
、
千
人

灯
籠
踊
り
に
中
高
生
三
名
・
職

員
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
初

め
て
の
体
験 

だ
っ
た
子
ど 

も
達
に
と
っ 

て
、
い
い
思 

い
出
と
な
り 

ま
し
た
。 

 山鹿燈籠祭り（少女燈籠） 

 


